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第　5　号 唱和32条9月読郎∴奪）

＿ニ “′∴ ナ ウ「 ヽSr ＼鼻∴ �“∴‾3一一一、i∴∴ノ′・一i曾 モ寸土意欲塁年前万事 組五組‘一合の目度期もと務 合人を‾現憲で内内ちもの 長位四一在見指完売い十一取 にで班∴のか薄綿納た分1扱 i届輪iに－経出しとをい運に げ．番分営さでな重o絡つ てにけ状れはる点のい い集一態、しまと上て る合晩発いうせ＿行‘国 一〇し四表○長ずつ■地 ��ノ‾‘、士にi競りも∴余∴‾；代缶係務‘捺／∴＼だ見て：げ納′導で を関は設よi冷ま’表長城出iil、－会し＿○／がは亀子説：をの－ し係組う町ザな“、貝投発議－′かし区博一し納 て機i合をでチビ各、二所都にil‾わし、一別蓄て説 は関の開聞1約組町長説はさ」に組は賭 しが育iいかプ三合内、務後‾れな作合し誓 い積成たれレ十代の町署志．、どろ－はい約 一。靂∴を後だゴ名義紳助長安＿有とよ、」合 的＿図懇懇lが老親役ヽ庸二意酒うで「を なる謙譲ダ集’貯ほ∵菱税義溌描き今宵 指だ∴∴に会lり婦蕾か庁務でな導ろ後成 一薄め大のでヽ入組関説課し意しだの指 �十二＿＼ 璃：月∴∴ ∴会二一全 龍蒲 で日税 関∴午貯∴ か後蕾． れ－懇－ 、時報“ 「か会 今らが〝 ま役八 ��↓∴∴’∴●∴∴ II ��TTT「ノ ー料 ：域： 臣 撥撥一撥薫 ���てこ初1 掛ろめ 金思月 のは掛 増な金 額い額 に滞をへ 蓄＿納定 労がめ ∴しあた∴ たつと－‾ ���碗‾／組 懇合 談：が 会欲 ∴〔 ら－ 

蒲鵬繭繭醸 　　3‾BL、l 　oかと安倉での入説が下うる法地租殻と出す年 擬繕Ll‘鵠緑藻華藩擬－ 

血ここi＝i這 ＝‾iiii＿認曙関 ∴二子i∴÷藍撥 �一紙怨霊 �　こ貯めiお力㍉長”・ 　と蕾にりあiか細∴ 宣誓講義∴翠i 灘態態‾縫態 �＿恵理に売らえ今老1と 欲と納上’ま、後かの を－な入金－「しのち憲 ：甫るしを今だ組の見 めのよあまが合意が ヽでうてで，、指見あ 生、とには持導をり 涌婦すし出にを参ヽ を入るて荷婦行考税 合がか一代人うに務 理納らペ金側旨し関 i化税無んやか答て係 

∴∴∴：∴言「∴∴；∴一． 事．二二一▲1－と＿．三七筆繋ぎ薬盤語義：寧 00 軽蔑寿組租税磯組 井合好都合高倉貯谷．合 上長窒商一一貴山長蓄商二員 武ii室工四滴細工二 ／保全筆名一合納名 ��　00を納‾〝 ∴：∵∴「：二三∴三：譲二： 　湯 　　るをこ日のさない十 

売しす砲得のい地う指作／実にをケ間解こぼ作かれにら－は今見 波た∵てん主る土中主ご定料約なし年満約と勝契つ泣、いはま会麓 さおくで小こ拙作もとののはつな前了すに手筋たき砲正＿とでの堪 れ賞7ニ詩作とが地中と期細物てげにとるなにのよ窪主式んはi託の た堆さ可人が貫が作さ白人納いれ定・なとつと請う入になど小可小 農弄いを相あ収あ契れまはやまはめるきてり可でり突葵と作を作 地峡e受亙りのろ的てで認労すなら六は∴お上をすすi然約い遭う契 をに∴∴汁のま対場香い現めカ○られケ、りげう○るとかつ抱け＿約 他よるたす象合’にま金らに叉なた月契、らけこ携りなてに．まは 人つまめのとはよすでれよ正い手か紺地れてれ合上いよっし農 にてう“でな、ら○安ずる規こ麗らの主なあがかけたいいよ業 貸’にすヽりそな叉払ヽ小のとき一・期がいれ小多らめくてう委 ���ず中 居作 出巽 を約 il、は 】∴か 申し �� �〟 ∴〕 すに！ 吉結 露∴亘 〃1－－ ＿＿，＿－＿＿＿∴＿＿－＿＿＿＿＿＿＿）名 

をもまは 〟あのバしい寝 志げ消ケよ入る ンた防ツうれと 用ブ実ポー0たき 心吉例ン杯六は 「よがブのケ必 つり多よ水ツず－ 〃 �厄癌 Iをる と ′さ は 水 の 」用 �さ会地る、でめめ裳し固く通りははが合宅 い事で揚農でに地てがこだじまな、も必は地盤 ○務あ合施す農をい毎れさてすらもし「要、な地 局つぼをe砲つる年はい必かなと無でかど‾（ にて、他や法ぶた多○要らいの断すな他採 ＿間もたのむですめぐ麓な、こ形で○らの葺 合必と目をきことの砲手＼農とに変，ず砲il、 はずえ的えめと、経保競業に戻要一知日放 （せ建白になてを＿謹賀全き委なさし：事と牧 て業分使いあ防由をのを貝つなたのす抱 く蚕の用専るぐな姦たし会てけ揚語る－ だ風土す惜－たたく出めてをおれ合可域上を ��塵轟 i‾一書雪‾ 闇 ���に揚付 な合げ っをて て除い いきる ま賞揚 す取合 一〇さは れ“ ーる特 こ別 と＿な 
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（写真は会場風景）

6　5　4　3

（写真は喜びの杉谷さん）
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出
陳
家
畜
百
三
十
顕

に
ぎ
や
か
に
家
畜
共
進
会
開
く

ニ
壁
一
回
全
町
家
畜
共
進
会
は
一
査
長
の
講
評
が
あ
つ
た
の
ち
、

八
月
九
日
湯
別
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

…
当
日
は
開
会
二
時
間
前
の
十

三
壁
こ
ろ
か
ら
、
ぞ
く
ぞ
く
と

家
畜
や
飼
養
者
が
集
り
、
開
会

の
と
き
は
苗
余
頭
の
家
畜
と
飼

養
者
、
見
物
人
で
、
さ
し
も
広

い
グ
ラ
ン
ド
も
一
は
い
で
、
来

賓
と
し
て
後
志
め
ん
羊
振
興
会

長
、
後
志
支
庁
畜
産
係
長
ほ
か

多
数
参
列
の
も
と
に
、
午
後
一

時
、
さ
き
に
後
志
支
庁
管
内
通

有
貸
付
牛
共
励
会
で
入
賞
し
た

田
原
幸
次
さ
ん
（
樽
岸
）
に
対

t
賞
状
、
賞
品
の
伝
達
を
行
っ

た
後
、
め
ん
羊
、
馬
、
牛
、
の

三
部
に
あ
か
れ
て
一
午
後
三
時

隼
ま
で
審
査
が
行
わ
れ
、
各
審

入
賞
者
に
賞
状
、
記
念
品
、
賞

品
の
授
与
が
あ
っ
て
午
後
五
時

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
審
査
員
の
講
評
の
あ
ら

ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

め
ん
羊
（
当
才
）
堀
さ
ん
が
一
等

未
達
牛
で
は
睦
月
が
一
等

こ
の
共
進
会
に
は
町
、
農
協

の
ほ
か
日
め
ん
、
生
産
運
そ
の

他
の
団
体
、
各
社
か
ら
賞
状
や

賞
品
が
た
く
さ
ん
贈
ら
れ
ま
し

た
が
入
賞
者
は
こ
の
沢
山
の
賞

品
を
か
ゝ
え
て
大
よ
ろ
こ
び
で

し
た
。
入
賞
し
た
家
畜
、
飼
育

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

め
ん
羊
（
当
才
）

堀

　

　

靖

夫

吉
田
　
垂
足

小
田
由
之
拗

若
林
　
信
夫

福
井
　
武
吉

吉
野
　
勝
美

（
二
、
三
才
）

杉
谷
　
久
雄

加
藤
福
太
郎

市
島
栄
太
郎

吉
川
随
三
郎

（
四
才
以
上
）

雲
∴
∴
で
き

渡
部
　
庄
一

馬
（
当
才
）

三
等

玉
春

千
葉
兵
太
郎

隆
盛

高
橋
　
芳
雄

東
姫

佐
藤
薪
三
郎

第
二
桜

三
浦
　
長
次

雄
星

田
申
　
慶
三

一
等

二
等

丹瑞の
三
等

等－詩才

塾
睦
月

三
河
初
太
郎

岩
鼻

若
松
善
四
郎

、
、
、
ド
リ
第
一

成
田
　
安
蔵

第

一

ヒ

ロ

一
等
　
加
藤
福
太
郎

二
等
　
中
村
　
キ
ク

三
等
　
居
川
，
慶
三

年（末産）　／

（経産）

一
等
　
ジ
ヤ
ニ
ア
リ
ー三

河
初
太
郎

二
等
　
第
三
チ
チ
デ
ル

北
村
　
鶴
作

白

　

滝

土
門
　
栄
七

三
等
　
霧
立

若
松
善
四
郎

第
四
世
桜

（
二
、
三
才
）

該
当
馬
な
し

（
四
才
以
上
）

一
等
　
瑞
丹

二
等
　
姫
桜

橋
蕃

第
一
春
雷

三
等
　
初
花

薫
風

金
栄

秋
風

久
我
　
与
吉

田
中
　
馬
書

巻

　

　

竹

治

若
松
善
四
郎

金
木
　
源
治

成
田
由
太
郎

久
我
　
与
吉

秋
南
　
竹
富

寝
室
に
つ
い
て
モ
ー
ご
ろ
締
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
幽
霊
‡

牛
に
も
か
か
あ
ら
ず
雲
窒
寵
と
街
軍
刀
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
と
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
つ
い
て
は
九
月

を
第
二
次
納
税
強
調
月
間
と
し
て
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
を
実

施
い
た
し
ま
す
か
ら
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
　
納
期
内
納
入
督
励

り
・
長
期
滞
納
及
多
額
滞
納
者
に
対
す
る
羞
押
処

分
の
執
行

差
押
中
の
財
産
の
公
売

延
韓
金
延
滞
加
算
金
の
強
力
徴
収

滞
納
整
理
計
画
の
樹
立

納
税
貯
蓄
組
合
設
立
勧
奨
及
末
加
入
者
の
加

入
勧
奨

第
二
次
紬
碗
強
調
月
間

自
九
月
－
自
室
九
月
三
十
日

⑨
定
期
出
張
徴
収
日

九
月
よ
り
毎
月
左
記
の
と
お
り
定
期
的
に
出
張
徴
収
い

た
し
ま
す
。

樽
捧
地
区
　
八
月
十
八
日

歌
棄
地
区
　
九
月
十
九
日

磯
谷
地
区
　
十
月
二
十
日
　
月
末
に
支
所
職
員
が
伺

い
ま
す
。

⑥
納
税
は
納
期
内
に

九
月
三
十
日
　
固
定
資
産
税
第
三
期
の
納
期
限
で
す
期

限
後
に
納
付
す
る
と
一
日
百
円
に
つ
き
三
銭
の
延
滞
金

が
つ
き
ま
す
の
で
納
期
内
に
納
め
る
様
願
い
ま
す
。

③
納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議
開
催

九
日
十
三
日
（
予
定
）
税
務
署
税
務
洞
張
所
町
役
場
共

催
で
納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

杉
谷
さ
ん
の
め
ん
草
が
－
等

後
志
家
畜
共
進
会
で

去
る
八
月
十
九
日
後
志
家
畜

共
進
会
が
狩
太
町
家
畜
市
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
か
ら
一
等
　
杉
谷
　
久
雄
能
津
登
）

め
ん
羊
六
頭
を
出
陳
し
ま
し
た
三
等
　
市
島
栄
太
郎
（
　
〟
　
）

と
こ
ろ
四
頭
が
入
賞
し
、
立
派
三
、
四
才
の
部

な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
当
四
等
　
加
藤
福
太
郎
　
樽
岸
）

日
の
成
績
つ
き
の
と
お
り
　
㌃
　
厨
川
　
壁
二
（
歌
棄
）

二
才
の
部

（
関
係
分
の
み
）
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● �　洞見 毒盤i鵠韓端緒撥春三は椿 日本海マスの回遊経路露譜藍詑∴言誤講書擢 　○さす乾がま仮たまを 　らるし出。。のすや 　にこてる天盛でがる 第 り 〇番はす沖か水れましまま ����i （ i l i i 〈 i i ！ i i i i ‾i i l －1 〈 ＼、←－－－－－／ ・肇jg〇g脅 

「ヽ一「 ∴00● よさ ‾ヽ￥．＿＼ 十∴二、∴ ∴■＼“一ノ ∴∴ヽ 一．、′●トー‾－ ∴ヾ∴ ：一一ヽ・＿＿． ニブ 嬉「喜 

経績かよ心す他刈し 醒灘鱒 ／、撥磐彊憲‘窒 ��く十よ額よ上よ差とはらな‾円は月田た円本三また i議‡夢，議経書二竃整諾主音藍彊整操業 瀧講謹書譜盤詔書隷○竺 　」 濫譜誤謹宰入’当拭い〇千潮干の複の う産に十らと百等も○れり葡て二間九政式特 　る四しも酉に首府新興 ！たこしの荷に乾幅e間一こ百た、八損六‾買俵が 藩里謡謹艶撃謹詫あ三夫誤紛菅 

まめかめし棍草月でみ理坪 し地十ら根かのや申抱十たのき・が焼刈 よご月でにも養ざ・かご分だ生き・出払は うし初す護翌分さ・－しな火息の来い極 ○ら旬〇分年をが番ら注災す轡すぼ力 えまを築消十よえ意のろ生始末避 をで薔茂耗分いすが危所地末木け 十秋穂のし生○るい険に帯に接た 1分植す準切育そ時りが有や困条方 に栽る備つをれ期まあ効野る等が 行の前のて送ははするでね場のよ ��浮空増こ靖嘉でかす十は理‾ま謀の二に得き荷て金 、か口ヽ出す税に月重刑なは米い＿で 需欒語義憲鵠薫講競寮霊詳警 告詣露‾墨書続続報謹諜冨盤 主よ良利米の集荷蕾が収にしでな百荷三すぼのさてと lうくでは変荷がに悪さつな正つ円し十〇、やなにに さにすす早更薬園よいれきい当てがた三残むい、な 

いた＿＿たた　ヽげ雑八〇のすす合整いさ　しゝかく　を者難つとま五時のい非も年　金をと出 

l ���Iいす・ふ」－ － i i i �紺彊醗∴紅∴∵一醜 醗畢清算網棚雷甫謹深謝羅操鱒＿悉蕉論憲諜詰 l 憾ま久抽ち　美Il 離滴名き学監謹三羅賛美等学識響電撃呈艶離籍繕 i �� 

二＿一二。一＿ユ《＿＿二＿　峯三三七、－＿立正主立ふ．＿　　ニー兵士三一一送籍曲義士壷ニー＿＿＿ニ∴一恵二二二二二二＿三豊霊　　‾‾、－一浪∴’1 
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